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研究成果の概要（和文）：　自閉スペクトラム症（以下、ASD）は社会的コミュニケーションの障害があるとさ
れてきたが、コミュニケーション障害は特定の人の「中」にある特徴ではなくあくまでも複数の人の「間」に生
じる現象である。本研究では、当事者研究を用いて、コミュニケーション障害という記述を用いずにASD者の変
わりにくい個体要因を明らにし、ASD者にとってバリアフリーな情報保障やコミュニケーション様式、自助会の
運営技法を提案した。
　さらに、定型発達者が無自覚に作り上げているASD者にとってのコミュニケーション障壁を明らかにするため
に、ASD者の視点で定型発達者を研究するソーシャルマジョリティ研究を行い、その成果を書籍化した。

研究成果の概要（英文）：Although autism spectrum disorder (ASD) has been defined as an impairments 
in social communication, miscommunication is not a characteristic "within" a particular person, but 
a phenomenon that occurs "between" several people. In this study, we used tojisha-kenkyu method to 
clarify the individualized characteristics of ASD without using the description of communication 
disorder, and proposed barrier-free information design, communication styles and the facilitation 
techniques of the self-help group for autistic people . .
In addition, in order to clarify the communication barriers for autistic people, social majority 
research was conducted to study the typically developed people from the perspective of ASD.

研究分野：当事者研究
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研究成果の学術的意義や社会的意義
障害を個人の中に宿るものではなく、定型発達者向けにデザインされた社会環境と少数派との間に発生する齟齬
として捉える社会モデルの考え方は、多様性を包摂する共生社会を構想する上で不可欠である。また、研究や支
援に当事者視点を反映させるため、当事者が主導する研究の重要性が指摘されてきた。本研究は、当事者研究を
プラットフォームとしつつ、社会モデルの観点からASDの基礎研究と支援法開発を行った点で意義がある。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
⑴ コミュニケーション領域への社会モデルの適用：道具・社会・言語といった人工環境のデザイ
ンはすべての個体に合ったものではない。例えば身体障害者は建築物や道具など既存の物理的
環境のデザインに合わず、「社会的コミュニケーションと社会的相互作用における障害」（APA, 
2013）と定義される ASD 者の身体は、一般的なコミュニケーション様式のデザインに合わな
い。この問題を解決するには、デザインに身体を適応させる以外に、少数派の身体にデザイン
を適合させる方法がある。ASD において後者を実現するには、デザインと身体の齟齬
（disability）の次元と、デザイン以前の身体的特徴（impairment）の次元を区別したうえで、
1) ASD当事者の変わりにくい個体要因（impairment）と 2) ASDに合った社会や言語のデザ
インの二つを探究する必要がある。 
 
⑵ 自閉スペクトラム症者にとってバリアフリーなコミュニケーション様式の探求：ASD コミュニテ
ィー（Bagatell, 2010）や ASD児の日常生活（Ochs and Solomon, 2010）を調査した人類学
的な研究では、ASD者は社会性に障害があるのではなく、多数派の人々が共有している社会性
の形式とは異なる形式（Autistic Sociality; Ochs and Solomon）で、それらの能力を持ってい
る可能性を示唆している。われわれも 3 年間にわたってファシリテートしてきた ASD 者を中
心とした神経発達障害者（未診断・自己診断者も含む）の当事者研究会の中で記録された語り
の音源データをもとに、ASDコミュニティにおいて生成される独自の社会的秩序（語りの順番
交代や連鎖様式）についてエスノメソドロジー/会話分析（EM/CA）を用いて分析し、「言いっ
ぱなし、聞きっぱなし」という独自の順番交代の秩序（図１）が維持されることで、発達障害
者にとって語りやすく安全なコミュニケーション様式が実現されていることを報告してきた
（綾屋ほか、2013）。 
 
⑶ 少数派視点から定型発達者を理解する試み：ASD に対する支援法として、定型社会におけ
るその場にふさわしい対応のしかたや場に応じた考え方を説明する教育技術であるソーシャル
ストーリー(Gray, 2006)の効果が注目されてきたが(藤野, 2005)、不変な定型社会への適応を目
的としている点や、現実場面での汎化や応用の困難(大井, 2010)に批判もある。われわれは、自
助会の語りの内容から「当事者が感じている定型社会のコミュニケーション様式に関する疑問」
を抽出し、それに応える関連学問分野（発声学、音声認知、感情社会学、エスノメソドロジー・
会話分析、語用論）の知識を当事者に向けて講義する「ソーシャル・マジョリティ研究会」
(http://necco-tk.com/so-majo2014/)を実施し、アンケートを収集してきた。 
 
２．研究の目的 
⑴ 発達障害当事者研究会の音源データを自然言語処理やテーマ分析によって分析し、1) ASD
当事者の変わりにくい個体要因（impairment）や、2) ASDに合った社会や言語のデザインに
関する調査・分析を行う。 
 
⑵ ソーシャル・マジョリティ研究会での講義内容やアンケート内容を踏まえ、発達障害者が
定型社会の非明示的なデザインを明示的に知るためのテキストを作成する。 
 
⑶ 様々な障害に関する自助会の実践を、エスノメソドロジー/会話分析の手法で比較し、ASD
者に合ったコミュニケーション様式に関する検討を行う。 
 
３．研究の方法 
⑴ ASD 当事者の変わりにくい個体要因や ASD に合った社会や言語デザインに関する調査・分析 
継続的に発達障害当事者研究会（http://otoemojite.com/）の実践を行い、そこでの語りを分
析対象にする。ファシリテーション方法は ASD 者を中心とした神経発達障害者（未診断・自
己診断者も含む）をメンバーとし、1回 2時間実施（途中 10分程度の休憩）。参加者はおおむ
ね 20名前後であり、10名程度の見学者が加わる。各回にはそれぞれひとつのテーマがあらか
じめ設定されており（たとえば「スケジュール管理が苦手」や「学校」など）、それぞれのテー
マはこの研究会の開設したブログにおいてあらかじめ公開されている 。各回の進行は、(1)司
会が研究会のルール説明を行い、(2)参加者がマイクを席順にしたがって廻しながら、現在の気
持ちや体調について語っていく。一巡したのちに、(3)テーマに関連する経験や思う事柄を語っ
ていく。テキスト化された記録に対して、自然言語処理やテーマ分析を行い、1) ASD当事者の
変わりにくい個体要因（impairment）や、2) ASDに合った社会や言語のデザインの二点に注
目して仮説を抽出する。 
また、当事者研究会に参加できない当事者の語りを収集するための当事者研究エピソード・
バンクを構築するとともに、個体要因やバリアフリーなデザインに関する仮説を抽出するため
のクラウド・ソーシングシステムを構築する。 
 
⑵ ソーシャル・マジョリティ研究会の実施とテキスト作成 
 2014年 4月～2014年 9月に全 7回にわたっておこなったソーシャルマジョリティ研究会の
記録をテキスト化し、アンケートの集計および分析を行う。分析結果は論文や学会発表で報告



するとともに、ソーシャルストーリーにかわる多数派の社会デザインを明示的に説明する日本
語でのテキストにまとめる。 
 
⑶ 他障害との比較による ASD 者に合ったコミュニケーション様式の検討 
 2012年より活動を続けている当事者研究ネットワーク（全国約 60の様々な障害の当事者研
究会が登録）の協力を得て、会の運営方法（順番交代、身体配置、使用される道具、ファシリ
テーション技法など）についてのアンケート調査、一部の団体へのフィールド記録を行う。必
要に応じ、海外の自助グループ視察または海外からの招待講演を行う。本調査の結果は書籍の
一部として公表する。 
 
４．研究成果 
⑴ ASD 当事者の変わりにくい個体要因や ASD に合った社会や言語デザインに関する調査・分析 
 ASD 者を中心とした神経発達障害者
（未診断・自己診断者も含む）をメンバ
ーとしたグループである「おとえもじて
（旧 Necco 当事者研究会）」の実践 154
回（2019 年 3 月現在）の音源の取得と
保管を行った。音源データをテキスト化
し、自然言語処理およびテーマ分析を行
った。その結果をもとに「ASD 者の変
わりにくい個体要因」および「ASD 者
に合った社会や言語のデザイン」につい
てそれぞれ仮説を抽出した。 

ASD 者の変わりにくい個体要因につ
いては、抽出した仮説を検証するいくつ
かの実証実験を行い、発声制御がフィ
ードバック制御により強く依存して
いるために予測誤差に敏感であるこ
と(Lin et al., Frontiers in Human Neuroscience, 2015)、触覚過敏の背景に交感神経反応の亢
進があること(Fukuyama et al., Scientific Reports, 2017)、顔認知時のスキャンパタンがラン
ダムであること(Kato et al., Journal of Eye Movement Research, 2015)などの知見を得た。さ
らに、それら当事者研究の知見や実証実験、先行研究のサーベイなどを総合することで、ASD
の変わりにくい個体要因に関する総説を発表した(図 1)。 

ASD 者に合った社会や言語のデザイ
ンについては、全 154回の当事者研究の
うち、学校に関する語りの部分を対象に
テーマ分析を行い、そこから質問紙票を
作成して調査を行うことで、ASD 者が
現在の学校環境のどこに障壁を感じて
いるか、そして、理想の学校環境のデザ
インはどのようなものなのかについて
提案を行った (綾屋 , 東洋館出版社 , 
2018b)。さらに、コミュニケーション障
害を情報保障の不在という観点から捉
えなおし、ASD 者にとって必要な情報
保障のデザインを提案した(図 2)。 
さらに、当初の計画にはなかったが、
当事者研究会の参加できない多くの
当時者の語りを収集・共有するために、自然言語処理技術を用いた
登録・検索システム「当事者研究エピソード・バンク」
（http://www.episodebank.com/crest/）を構築した。また、ウェブ
上で当事者の語りから学術的な仮説を半自動的に生成させるクラウ
ド・ソーシングシステムを作成し、論文発表を行った(Aramaki et al., 
JMIR Research Protocols, 2017)。 
また英国で予測符号化モデルの観点からASDの特性を探求してい
る研究者とともに国際シンポジウムを行い、当事者研究から導かれ
た ASD 当事者の変わりにくい個体要因に関しての発表を行った
(Ayaya, 2019)。 
 
⑵ ソーシャル・マジョリティ研究会の実施とテキスト作成 
 2014年 4月～2014年 9月に全 7回にわたっておこなった研究
会の記録をテキスト化し、アンケートの集計および分析を行い、
その結果を論文化した(綾屋, 情報処理, 2015)。その後、書籍化に

図 1 変わりにくい個体要因(綾屋, 金芳堂, 2016a より
抜粋) 

図 2 ASD者にとってバリアフリーな情報定期のデザイ
ン(綾屋, 東大出版会, 2016bより抜粋) 

図 3 ソーシャル・マジョ
リティ研究 



向けてセミナー講師 7名とともに約 5年かけて原稿を遂行し、2018年 12月に書籍『ソーシャ
ル・マジョリティ研究：コミュニケーション学の共同創造』として金子書房ら刊行した(図 3)。
同書籍は多くの新聞・雑誌・ラジオに取り上げられ、発達障害者の修学や就労支援をしている
企業である LITALICO主催のシンポジウムでも紹介した。また、一般向けの市民講座や企業の
人事関係部署を対象にした講座でも本テキストを用いた授業を行った。 
 
⑶ 他障害との比較による ASD 者に合ったコミュニケーション様式の検討 
 「当事者研究のやり方研究会」を、1年間（2015
年 6月から 2016年 8月）、月毎に開催し、統合失
調症者を中心とした「べてるの家」、薬物依存症者
を中心とした「ダルク女性ハウス」、発達障害者を
中心とした「おとえもじて」など、複数の当事者
研究実践グループが集まり、それぞれのグループ
における当事者研究の運営方法（順番交代、身体
配置、使用される道具、ファシリテーション技法
など）、共通要素などについての実践をビデオ撮影
および音源取得によって記録し、分析を行った。
その結果は論文として発表した(図 4)。 
これらの分析に基づきつつ、ASD者にあったコ
ミュニケーション様式を用いた当事者研究のファ
シリテーション用教材を開発した。とりわけ、当
事者研究のやり方研究会の成果や文献研究、イン
タビューをもとに、当事者研究の歴史と理念を教
材化し、独自に作成したワークシートを用いた実
践講座を開発し、各地の依存症自助グループ、聴
覚障害の当事者、企業人事担当等を対象に実施し
た。その一部は『日本発達神経科学学会』や『日
本アルコール関連問題学会雑誌』『日本発達神経科
学学会』『国立情報学研究所アクセシビリティ研究
グループ』『京大学第 15回生命科学シンポジウム』
などで発表した。さらに、家から出られにくい当
事者のために、上記のファシリテーション様式を
実装した SNS を開発し、社交不安の強い当事者
の発言量が増加することを報告し (Ichikawa et 
al., CHI, 2017)、Best Paper Awardを獲得した。 
また、2017 年 3月 7 日から 9 日まで、イギリ
スにて国家レベルで行われている、精神医療に
おける当事者参画の取り組みについて、視察を
行った。また、障害学生支援の先進的な取り組
みを行っている韓国清州の忠北大学や米国カリ
フォルニア大学バークレー校での招待講演で、ASD者に合ったコミュニケーション様式に関す
る発表を行った。 
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